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創
立
三
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
北
原
　
保
雄

（
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
理
事
長
）

　
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
は
平
成
一
六
年
四
月
一
日
に
発
足
し
、
今
年
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
本
機
構
が
設
立
さ
れ
て
以
来
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
尽
力
を
賜
り
、
各
事
業
を
滞
り
な
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
機
構
は
学
生
生
活
支
援
、
奨
学
金
貸
与
、
留
学
生
支
援
の
三
つ
の
事
業
を
大
き
な
柱
と
し
、
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
学
生
の

多
様
化
に
対
応
し
、
次
代
を
担
う
豊
か
な
人
間
性
を
備
え
た
創
造
的
な
優
れ
た
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
国
際
理
解
・
交
流
の

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
以
上
の
事
業
を
効
果
的
、
効
率
的
に
展
開
さ
せ
る
た
め
、
本
機
構
で
は
本
部
を
中
心

に
、
全
国
の
主
要
都
市
に
支
部
を
設
け
、
全
国
の
高
等
教
育
機
関
の
共
同
利
用
機
関
的
性
格
を
有
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
日
本
人
学
生
と
外
国
人
留
学
生
の
双
方
を
対
象
に
総
合
的
な
支
援
・
施
策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
学
生
生
活
支
援
業
務
に
は
、
学
生
の
多
様
化
、
複
雑
化
、
専
門
化
が
一
段
と
進
む
中
、
き
め
細
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
機
構
で
は
、
学
生
生
活
支
援
の
直
接
の
担
い
手
で
あ
る
大
学
等
と
の
協
力
関
係
の
も
と
、
学
生
生
活
支
援
業
務
に
携
わ
る
教
職
員
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の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
各
種
研
修
事
業
、
情
報
提
供
事
業
、
調
査
研
究
事
業
な
ど
を
通
じ
て
、
学
生
相
談
、
修
学
支
援
、
就
職
支

援
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
情
報
提
供
事
業
に
お
い
て
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
必
要
な
「
大
学
等
に
お
け
る
学
生
生
活
支
援
の
実
態
調
査
」
を
昨
年
実
施

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
現
在
、
「
学
生
支
援
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
本
格

的
な
稼
動
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
完
成
し
た
際
に
は
、
各
種
媒
体
を
通
じ
て
公
開
の
ご
案

内
を
い
た
し
ま
す
。
各
機
関
の
教
職
員
を
は
じ
め
皆
様
方
に
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
奨
学
金
貸
与
事
業
に
お
い
て
は
、
．
近
年
の
進
学
意
欲
の
高
ま
り
の
中
で
、
高
等
教
育
機
関
へ
進
学
す
る
学
生
・
生
徒
の
二
ー
ズ
に

適
切
な
対
応
を
図
る
観
点
か
ら
、
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
返
還
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
今
後
も
各
大
学
等
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
奨
学
生
の
「
返
還
意
識
の
酒
養
」
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
留
学
生
事
業
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
、
日
本
人
学
生
の
派
遣
、
大
学
間
の
国
際
教
育
交
流
の
推
進
の
た
め
の

適
切
な
支
援
策
を
検
討
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
「
日
本
留
学
試
験
の
海
外
実
施
都
市
の
増
」
「
私
費
外
国
人
留
学
生
学
習
奨
励
費
の
拡
充
」
「
留
学
情
報
提
供
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
改
善
」
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
ほ
か
に
も
、
留
学
生
受
入
れ
大
学
等
の
二
ー
ズ
を
把
握
し
つ
つ
、
更
な
る
手
続
き

の
改
善
・
効
率
化
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
大
学
等
関
係
の
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
本
機
構
の
事
業
を
頼
り
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
皆
様
か
ら
ご
意
見

や
ご
要
望
を
広
く
頂
戴
し
な
が
ら
、
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
業
務
の
一
層
の
効
率
化
を
図
り
、

事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
発
展
を
目
指
し
て
努
力
い
た
し
ま
す
。
旧
来
に
も
増
し
て
ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
た
く
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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